
会 議 記 録 

会 議 の 名 称  議会改革特別委員会 

開 催 日 時 
 令和７年８月７日（木） 

 午前１０時００分から午前１２時０８分 

開 催 場 所  宮代町役場 議会室 

出 席 委 員 の 氏 名 

委 員 長  合川 泰治 

副委員長  野原 洋子 

委  員  丸山 妙子 

福澤 和美 

小島 あけみ 

   塚村 香織 

川野 武志 

議  長  田島 正徳 

出 席 職 員 の

職 ・ 氏 名 

 議会事務局長 押田 昭浩 

  主    幹 関根 雅治 

 主        任 金子 尚子 

会議の公開・非公開 ■ 公開  □ 一部公開   □ 非公開 

一 部 公 開 又 は

非 公 開 の 理 由 
  

傍 聴 の 可 否  ■ 可   □ 否 

傍 聴 者 の 人 数  ０名 

会 議 資 料 の 名 称  次第 

記 録 の 作 成 方 法  □全文記録  ■要点記録 

審 議 の 内 容 

（１）第８回委員会の確認について 

（川野委員） 

・町内視察については予算、決算特別委員会前に行いたいと思

うが、いかがか。 

（丸山委員） 

・同じ場所を確認するのはどうか。 

【決定事項】 

・町内視察を予算、決算特別委員会の前に行う。日程調整は議

会運営委員会で行う。 

・資料１のとおり実施していく。 

 

（２）常任委員会の活動について（総務文教・福祉産業） 

（塚村委員） 

・町内視察以外の委員会視察について検討したい。取手市は選

出された委員で行っている。 

（野原委員） 

・全員ではなく、委員長の他に数名の参加にしてはどうか。 



（丸山委員） 

・改選された時に再考した方がよい。 

（野原副委員長） 

・詳細の決定は改選後でよい。 

（川野委員） 

・議会広報委員会は毎定例会ごとに継続調査を行っている。常

任委員会は６月定例会後に継続審議を行うことでよいと思う。 

（川野委員） 

・町の課題を委員会ごとに投げかけていくのが大事なことであ

る。 

（委員長） 

・委員会活動を決められるとよい。 

（小島委員） 

・委員会のメンバーが決まったら２年ごとに「テーマ」を決め

ていくのはどうか。 

（野原副委員長） 

・改選後に２年間の方針を決めていくのがよい。 

（塚村委員） 

・視察の予算についてはどうなるのか。 

（事務局） 

・第４回の委員会時に、委員会ごとに来年度の視察方針を決定

してもらうことになったので、方針を踏まえて予算要求してい

く。 

（川野委員） 

・委員長調整会議を３月または６月定例会終了後に開催し、決

定していくのはどうか。 

（塚村委員） 

・政務活動費の中で行うのも一つである。 

【決定事項】 

・改選後に地域課題や議論のテーマを抽出して委員会活動を始

める。 

・今年度は９月定例会中に委員長調整会議を開き、視察方針を

決める。各委員に事前周知して持ち寄ってもらう。 

 

（３）若い世代に向けた活動について 

（小島委員） 

・初めての活動なので、複数ではなく一つだけ決めるのがよ

い。 

（塚村委員、丸山委員） 

・取手市議会を参考に、小学校への出前講座はどうか。 

（川野委員） 

・宮代高校生との懇談会については対象者を生徒会の生徒にし

てはどうか。 

（福澤委員） 

・出前講座は対象を中学校２年生までで事前アンケートを行う

のがよい。 

（委員長） 



・学校側に手間をかけないよう配慮したい。 

（塚村委員） 

・保護者は３０代、４０代だと思われるので保護者も「若い世

代」に当てはまることになる。 

（塚村委員） 

・学校の授業で課題を解決することが多くなってきている。出

前講座でも実施していきたい。 

【決定事項】 

・対象者等について継続して審議していく。 

 

（４）その他 

検討すべきテーマについて 

（福澤委員） 

・議場でのスマートフォンの使用についてはいかがか。 

（川野委員） 

・スマートフォンの使用はタブレット端末の導入と同時にス

タートでよいのでは。 

【決定事項】 

・次回までに検討しておく。 

そ の 他 必 要 事 項  

     

 


